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Measurement posture

Peripheral equipment

仰臥位(左)・立位（中央）・座位(右)
仰臥位の他に立位・座位の測定を支援します。姿勢変更に伴う
水分移動を安定させるため、該当の姿勢で十分な安静を取って
から測定します。

使用時の利便性を高める様々なアクセサリーを提供します。

Feature
半永久的に使用できる装着式電極は、使用方法も簡単です。

サーマルプリンター
簡易的に印刷ができる熱転写式プリン
ターで、トナーやインクが必要ありま
せん。

バッテリーパック
院外など電源がない場所でも、長時間
InBodyを使用することができます。

USBメモリー
測定データをソフトに移したり、CSV
ファイルでエクスポートすることができ
ます。

装着式電極
電極を手首の頭骨と
くるぶしの中心に合わ
せて取り付けることで、
簡単に測定することが
できます。

付着式電極 ( オプション )

必要に応じて付着式電
極ケーブルと専用の使
い捨て電極を使用する
仕様に変更することが
できます。＊1

臨床現場に最適化された移動用カート
電極とケーブルをすっきり整理できるように、収納場所
があります。また、キャスターが付いているので、自由に
施設内を移動することができます。

＊1 InBodyを導入してから付着式電極(ケーブル)を追加購入される場合、エンジニアによる作業(有料)が必要です。

立位測定が困難な患者のため、ベッドサイド測定に特化しています。











小児用結果用紙
成長曲線は18歳未満に対して、小児用結果用紙を選択した場合に限っ
て印刷されます。

成長曲線
小児標準成長曲線は身長と体重を同年齢の小児と比較することで、
成長程度が確認できるグラフです。

体成分分析
体を化学的観点から4つ (体水分・タンパク質・ミネラル・体脂肪 )
の成分に分けて現状を表示します。また、各成分の役割も簡単に
説明しています。

体水分結果用紙
細胞内・外水分量や水分均衡を見やすく表示し、体水分を中心に体の
状態を評価する結果用紙です。

部位別体水分均衡
体水分均衡を四肢と体幹の部位別に測定・評価し、グラフに可視
化することで各部位の水分均衡を把握できます。

体水分履歴
直近8件までの体水分結果を折れ線グラフで表示します。体重・
体水分量・細胞内水分量・細胞外水分量・細胞外水分比の推移を
一目で確認でき、経時的な変化のモニタリングに役立ちます。

評価結果用紙
細胞外水分比・体脂肪率・骨格筋指数・BMIの4項目に対し、同じ年齢層・
性別の結果と見比べて相対的な位置が評価できる結果用紙です。

Result Sheet

Age

m-s

m+s

年齢別分布グラフ
InBodyで測定された1,300万件に上るBig Dataを基に、年齢別・
性別の分布グラフを提供します。主要な測定結果を標準範囲だけ
でなく、年齢別の情報とも比較することで、より現状を考慮した
説明ができます。
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比較結果用紙
体成分の変化を確認する際によく使用される項目を全身と部位別、
今回と前回で分かりやすく比較できる結果用紙です。

Cole-Cole plot
右側の点から5・50・250kHzの電流で計測されるレジスタンス
(R)と、リアクタンス(Xc)を平面上で表したグラフです。レジス
タンスは電流が体水分を流れる際に、リアクタンスは周波数を
持つ交流電流が細胞膜を通過する際に計測される抵抗です。
零点と半円状の点を直線で連結した場合、その長さがインピーダ
ンス(Z)であり、横軸に対する直線の角度が位相角です。体細胞
量が多く細胞膜の完成度も高いとより綺麗な半円が描かれ、筋肉
量や水分量が増えるとグラフは左に移動します。

サーマル結果用紙
付属のサーマルプリンターとInBodyを接続することで、選択した項目
のみを感熱紙に印字することができます。

リサーチ結果用紙
体成分に関する全ての測定結果が一目で確認できるように、1枚にまと
めた研究者向けの結果用紙です。

体成分分析
全身と部位別に提供される全ての項目を棒グラフで示し、標準範
囲に対する過不足が確認できます。

体成分概要
全身と部位別に提供される全ての項目を1つの表で確認できま
す。筋肉は主に体水分とタンパク質で構成され、体水分は更に
細胞内水分・細胞外水分に分けられます。この表では各部位の
筋肉量・体脂肪量に加え、筋肉量の主な構成成分に関する情報
が一緒に把握できます。

部位別筋肉量&部位別体水分均衡
水分は筋肉の主な構成成分で、筋肉量は水分均衡が崩れても変動
します。そのため、疾患者の筋肉量を評価する際は水分均衡を
一緒に見る必要があります。

基本項目
体成分の評価に最も広く使用される項目の測定結果を、標準範
囲と一緒に確認できます。










